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印紙の消印
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12月の税務と労務12月（師走）DECEMBER

国　税／�給与所得者の年末調整
� 今年最後の給与を支払う時
国　税／�給与所得者の基礎控除申告

書兼配偶者控除等申告書兼
所得金額調整控除申告書・
保険料控除申告書・住宅借
入金等特別控除申告書の提
出�

� 今年最後の給与を支払う前日
国　税／�11月分源泉所得税の納付�

� 12月11日
国　税／�10月決算法人の確定申告�

（法人税・消費税等）�1月4日
国　税／�4月決算法人の中間申告�

� 1月4日
国　税／�1月、4月、7月決算法人の

消費税の中間申告（年3回
の場合）� 1月4日

地方税／�固定資産税・都市計画税（第
3期分）の納付� �
� 市町村の条例で定める日

労　務／�健康保険・厚生年金保険被
保険者賞与支払届� �
� 支払後5日以内

　収入印紙による印紙税の納付は、課税文書に収入印紙を貼付し
て消印します。消印は納税を成立させるほか、収入印紙の再使用
を防止する趣旨もあります。消印は印章又は署名により行い、氏名・
名称などを表示した日付印、役職名・名称等を表示したゴム印も
認められますが、鉛筆による署名は認められていません。



12 月号─2

　

裁
量
労
働
制
の
導
入
に
関
す
る
要

件
が
見
直
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
以

降
は
、
新
た
な
要
件
を
満
た
し
た
う

え
で
導
入
・
継
続
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
見
直
し
は
、
裁
量
労
働
制
の

適
用
・
運
用
実
態
を
正
確
に
把
握
し

得
る
調
査
（
裁
量
労
働
制
実
態
調

査
）
で
把
握
し
た
実
態
を
踏
ま
え
、

裁
量
労
働
制
を
含
む
労
働
時
間
制
度

全
体
が
制
度
の
趣
旨
に
沿
っ
て
労
使

双
方
に
と
っ
て
有
益
な
制
度
と
な
る

よ
う
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
「
専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
」
と

「
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
」
が
見

直
し
の
対
象
で
す
が
、
今
回
は
両
者

の
う
ち
導
入
割
合
の
多
い
専
門
業
務

型
裁
量
労
働
制
を
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。

一
　
主
な
改
正
点

㈠　

必
要
事
項

　

令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
、
専
門

業
務
型
裁
量
労
働
制
を
実
施
す
る
に

は
、
全
て
の
事
業
場
で
次
の
措
置
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

既
に
導
入
済
の
企
業
が
、
令
和
６

年
４
月
１
日
以
降
も
継
続
し
て
行
う

場
合
は
、
令
和
６
年
３
月
末
ま
で
に

労
働
基
準
監
督
署
に
協
定
届
の
届
出

を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

・　

本
人
同
意
（
※
１
）
を
得
る
こ

と
や
、
同
意
を
し
な
か
っ
た
場
合

に
不
利
益
取
り
扱
い
を
し
な
い
こ

と
を
労
使
協
定
に
定
め
る
。

・　

同
意
の
撤
回
の
手
続
き（
※
２
）

と
、
同
意
と
そ
の
撤
回
に
関
す
る

記
録
を
保
存
（
※
３
）
す
る
こ
と

を
労
使
協
定
に
定
め
る
。

※
１�　

専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
導

入
後
の
処
遇
等
に
つ
い
て
十
分

な
説
明
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
等
に
よ
り
、
当
該
同
意
が
労

働
者
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
い

て
さ
れ
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ

な
い
場
合
に
は
、
労
働
時
間
の

み
な
し
の
効
果
は
生
じ
な
い
こ

と
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
２�　

撤
回
の
申
出
先
と
な
る
部
署

及
び
担
当
者
、
撤
回
の
申
出
の

方
法
等
そ
の
具
体
的
内
容
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
３�　

記
録
の
保
存
に
つ
い
て
は
、

同
意
及
び
そ
の
撤
回
に
関
す
る

労
働
者
ご
と
の
記
録
を
労
使
協

定
の
有
効
期
間
中
及
び
当
該
有

効
期
間
の
満
了
後
３
年
間
保
存

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈡　

健
康
・
福
祉
確
保
措
置

　

健
康
・
福
祉
確
保
措
置
と
し
て
以

下
の
措
置
を
実
施
し
ま
す
。
傍
線
部

が
制
度
改
正
に
よ
る
追
加
事
項
で

す
。

①
　
事
業
場
の
対
象
労
働
者
全
員
を

対
象
と
す
る
措
置

イ　

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
確

保
ロ　

深
夜
労
働
の
回
数
制
限

ハ　

労
働
時
間
の
上
限
措
置
（
一

定
の
労
働
時
間
を
超
え
た
場
合

の
制
度
の
適
用
解
除
）

ニ　

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
ま

と
ま
っ
た
日
数
連
続
し
て
取
得

す
る
こ
と
を
含
め
た
そ
の
取
得

促
進

②
　
個
々
の
対
象
労
働
者
の
状
況
に

応
じ
て
講
ず
る
措
置

ホ　

一
定
の
労
働
時
間
を
超
え
る

対
象
労
働
者
へ
の
医
師
の
面
接

指
導

へ　

代
償
休
日
又
は
特
別
な
休
暇

の
付
与

ト　

健
康
診
断
の
実
施

チ　

心
と
か
ら
だ
の
健
康
問
題
に

つ
い
て
の
相
談
窓
口
設
置

リ　

適
切
な
部
署
へ
の
配
置
転
換

ヌ　

産
業
医
等
に
よ
る
助
言
・
指

導
又
は
対
象
労
働
者
に
産
業
医

等
に
よ
る
保
健
指
導
を
受
け
さ

せ
る
こ
と

　
　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
イ
か
ら
ニ
ま

で
の
措
置
、
ホ
か
ら
ヌ
ま
で
の
措

置
を
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
ず
つ
以
上
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
、

特
に
把
握
し
た
対
象
労
働
者
の
勤

務
状
況
及
び
そ
の
健
康
状
態
を
踏

ま
え
、
ハ
を
実
施
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈢　

労
使
協
定
事
項

　

令
和
６
年
４
月
以
降
は
、
労
使
で

協
議
の
上
で
、
次
の
項
目
を
協
定
し

て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
傍
線
部

が
制
度
改
正
に
よ
る
追
加
事
項
で

す
。

①　

制
度
の
対
象
と
す
る
業
務

令和６年４月スタート
裁量労働制の改正
〜準備はお早めに〜



3─12月号

②　

労
働
時
間
と
し
て
み
な
す
時
間

（
み
な
し
労
働
時
間
）

③　

対
象
業
務
の
遂
行
の
手
段
や
時

間
配
分
の
決
定
等
に
関
し
、
使
用　

者
が
対
象
労
働
者
に
具
体
的
な
指

示
を
し
な
い
こ
と

④　

対
象
労
働
者
の
労
働
時
間
の
状

況
に
応
じ
て
実
施
す
る
健
康
・
福　

祉
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置

⑤　

対
象
労
働
者
か
ら
の
苦
情
の
処

理
の
た
め
実
施
す
る
措
置

⑥　

制
度
の
適
用
に
当
た
っ
て
労
働

者
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と

⑦　

制
度
の
適
用
に
労
働
者
が
同
意

を
し
な
か
っ
た
場
合
に
不
利
益
な

取
扱
い
を
し
な
い
こ
と

⑧　

制
度
の
適
用
に
関
す
る
同
意
の

撤
回
の
手
続

⑨　

労
使
協
定
の
有
効
期
間

⑩　

労
働
時
間
の
状
況
、
健
康
・
福

祉
確
保
措
置
の
実
施
状
況
、
苦
情

処
理
措
置
の
実
施
状
況
、
同
意
及

び
同
意
の
撤
回
の
労
働
者
ご
と
の

記
録
を
協
定
の
有
効
期
間
中
及
び

そ
の
期
間
満
了
後
５
年
間
（
当
面

の
間
は
３
年
間
）保
存
す
る
こ
と

㈣　

対
象
業
務
の
追
加

　

対
象
業
務
告
示
に
お
い
て
、
次
の

業
務
が
新
た
に
専
門
業
務
型
裁
量
労

働
制
の
対
象
業
務
に
追
加
さ
れ
ま
し

た
。

・　

銀
行
又
は
証
券
会
社
に
お
け
る

顧
客
の
合
併
及
び
買
収
に
関
す
る

調
査
又
は
分
析
及
び
こ
れ
に
基
づ

く
合
併
及
び
買
収
に
関
す
る
考
案

及
び
助
言
の
業
務
（
い
わ
ゆ
る
M

＆
A
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
業
務
）

二
　
適
正
な
運
用
の
確
保

㈠　

裁
量
の
確
保

　
「
時
間
配
分
の
決
定
」
に
は
、
始

業
及
び
終
業
の
時
刻
の
決
定
も
含
ま

れ
る
た
め
、
使
用
者
か
ら
始
業
又
は

終
業
の
時
刻
の
い
ず
れ
か
一
方
で
も

指
示
さ
れ
る
業
務
は
専
門
業
務
型
裁

量
労
働
制
の
対
象
業
務
に
該
当
し
な

い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
量
が
過
大
で
あ
る
場

合
や
期
限
の
設
定
が
不
適
切
で
あ
る

場
合
に
は
、
労
働
者
か
ら
時
間
配
分

の
決
定
に
関
す
る
裁
量
が
事
実
上
失

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

適
用
労
働
者
か
ら
時
間
配
分
の
決

定
等
に
関
す
る
裁
量
が
失
わ
れ
た
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
専
門
業
務

型
裁
量
労
働
制
の
労
働
時
間
に
関
す

る
規
定
の
適
用
に
当
た
っ
て
の
労
働

時
間
の
み
な
し
の
効
果
は
生
じ
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
使
用
者
は
適
用
労

働
者
の
上
司
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
必
要
な
管
理
者
教
育

を
行
い
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て

十
分
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
す
。

①　

専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
趣

旨
及
び
制
度
の
内
容

②　

業
務
量
及
び
期
限
を
適
正
に
設

定
し
、指
示
を
的
確
に
行
う
こ
と
。

③　

適
用
労
働
者
か
ら
時
間
配
分
の

決
定
等
に
関
す
る
裁
量
が
事
実
上

失
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

は
的
確
に
こ
れ
ら
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
。

㈡　
「
み
な
し
労
働
時
間
」と
処
遇
の

確
保

　

み
な
し
労
働
時
間
に
関
す
る
留
意

点
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
　
み
な
し
労
働
時
間
の
設
定

　
　

労
使
協
定
に
お
い
て
、
み
な
し

労
働
時
間
を
設
定
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
対
象
業
務
の
内
容
並
び
に

適
用
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
評
価

制
度
及
び
こ
れ
に
対
応
す
る
賃
金

制
度
を
考
慮
し
て
適
切
な
水
準
の

も
の
と
な
る
よ
う
に
し
、
適
用
労

働
者
の
相
応
の
処
遇
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　

み
な
し
労
働
時
間
は
、
専
門
業

務
型
裁
量
労
働
制
を
適
用
す
る
上

で
、
必
ず
し
も
実
労
働
時
間
と
一

致
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
は
な
く
、
例
え
ば
、
当
該
事
業

場
に
お
け
る
所
定
労
働
時
間
や
所

定
労
働
時
間
に
一
定
の
時
間
を
加

え
た
時
間
を
み
な
し
労
働
時
間
と

す
る
こ
と
等
は
可
能
で
す
が
、
そ

の
場
合
に
も
、
適
用
労
働
者
へ
の

特
別
の
手
当
の
支
給
や
、
適
用
労

働
者
の
基
本
給
の
引
上
げ
な
ど
を

行
い
、
相
応
の
処
遇
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

②
　
所
定
労
働
時
間
を
み
な
し
労
働

時
間
と
し
て
設
定
す
る
場
合

　
　

所
定
労
働
時
間
相
当
働
い
た
と

し
て
も
明
ら
か
に
処
理
で
き
な
い

分
量
の
業
務
を
与
え
な
が
ら
相
応

の
処
遇
を
確
保
し
な
い
と
い
っ
た

こ
と
は
、
専
門
業
務
型
裁
量
労
働

制
の
趣
旨
を
没
却
す
る
も
の
で
あ

り
、
不
適
当
で
あ
る
こ
と
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
ス
タ
ー
ト
は
来
年
４

月
か
ら
で
す
が
、
令
和
６
年
３
月
末

ま
で
に
は
協
定
の
届
出
や
個
別
の
同

意
を
得
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
今
か
ら
準
備
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。



12 月号─4

　精神障害・自殺事案は、平成23年に策
定された「心理的負荷による精神障害の認
定基準について」に基づき労災認定が行わ
れてきました。近年の社会情勢の変化や労
災請求件数の増加等を踏まえ、令和5年9
月に認定基準が改正されました。
⑴　業務による心理的負荷評価表（※1）の
見直し

・　具体的出来事「顧客や取引先、施設利
用者等から著しい迷惑行為を受けた」（い
わゆるカスタマーハラスメント）を追加

・　具体的出来事「感染症等の病気や事故
の危険性が高い業務に従事した」を追加

・　心理的負荷の強度が「強」「中」「弱」と
なる具体例を拡充（パワーハラスメント
の6類型（※2）すべての具体例の明記等）
※1　実際に発生した業務による出来事
を、同表に示す「具体的出来事」に当

てはめ負荷（ストレス）の強さを評価
したもの。
※2　身体的侵害、精神的侵害、人間関
係からの切り離し、過大な要求、過小
な要求、個の侵害という6つの類型。

⑵　精神障害の悪化の業務起因性が認めら
れる範囲の見直し
［改正前］　悪化前おおむね6か月以内に
「特別な出来事」（特に強い心理的負荷
となる出来事）がなければ業務起因性
を認めていない

［改正後］　悪化前おおむね6か月以内に
「特別な出来事」がない場合でも、「業
務による強い心理的負荷」により悪化
したときには、悪化した部分について
業務起因性を認める

⑶　医学意見の収集方法の効率化
［改正前］　専門医3名の合議による意見
収集が必須な事案（例：自殺事案、「強」
かどうか不明な事案）

［改正後］　特に困難なものを除き専門医
1名の意見で決定できるよう変更

心理的負荷による精神障害の
労災認定基準

　健康保険法施行規則等の改正（令和5年
6月1日施行）により、「資格取得届への被
保険者の個人番号等の記載義務を法令上明
確化すること」等の改正が行われました。
　これにより、適用事業所の事業主は、当
該届出に関し、被保険者に対し、個人番号
の提出を求め、又は記載事項に係る事実を
確認することができるものとされました。
　「日本年金機構からのお知らせ」（事業主
向けの案内文書）においても、資格取得届
や被扶養者（異動）届などの届出書に個人
番号を記載することや、個人番号による本
人確認ができない場合は「被保険者証の交
付が行えません」等の注意喚起が行われて
います。
　なお、資格取得届や被扶養者（異動）届
に記入する被保険者の住所は、個人番号の
記入があるときは、記入を省略できます。
被扶養者の住所については、同居・別居に
関わらず、住民票の住所を記入することと
されています。

各種届書等への個人番号の記入　
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